
 ●山の天気を知ろう（気温、風向風速） 
５月は春と夏が同居する季節。まだ上空には冬の名残の寒気が流れ込み、平地は初夏の陽気でも 3000 メートル級の山岳は雪山ということも。 
毎年のようにゴールデンウィークは遭難事故が発生します。地上天気図で表現されている低気圧からは予想もつかないほどの暴風も。 
アプラでは任意地点における指定気圧面の各気象要素のデータを表示できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 操作① 任意地点にカーソルを移動し、右クリックするとメニューが表示される。その中からＧＰＶエマグラムを選択する。 
 



 
気象要素の予測値のエマグラムが表示される。活用例としては東～南～西を山で囲まれ、北に開けた海をもつ富山県では雲海予想も可能である。 
700 ヘクトパスカル面で西風の乾いた空気、850 ヘクトパスカル面以下で北～北東風の湿った空気の場合は立山連峰からは雲海が期待できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
操作② データ表示をクリックすると指定気圧面の気象要素の数値データを表示することができる。 


